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年間浚渫工事費（千円）

【地方債制度】　　近年の豪雨等を踏まえた「中小河川及びダムの治水対策」の推進

　政策提言
・「緊急自然災害防止対策事業債」の活用により、ボトルネック箇所の局部的な改修が県下各地で進んでいます。
・「緊急浚渫推進事業債」の活用により、河川の計画的な維持掘削、ダムの洪水調節容量を確保するための浚渫を県下各地で行っています。
・これらの事業を推進することで、住民の安全・安心を確保するための、治水対策が大きく進んでいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・県内にはまだ、対策を実施しなければならない箇所が多く残るため、有利な地方債制度が必要不可欠なことから、制度の延長をお願いします。

○地方債制度を活用した河川・ダムの計画的な維持掘削（緊急浚渫推進事業債）　　　　
(令和２年度から令和６年度)

浸水被害の軽減のため、河川やダムを定期的に点検し、掘削や樹木伐採等の適切な対策を行う。
上ノ加江川（中土佐町）

高知県

平成30年7月豪雨　

山腹崩壊の
土砂が貯水
池に堆積

物部川流域　

永瀬ダム

長谷川（奈半利町）
浚渫前

浚渫後

浚渫前

浚渫後

浚渫が完了（安全・安心を確保）

　
　♦　近年頻発する豪雨に伴う広域的な山腹崩壊の発生などにより、ダム貯水池に
　　　おいて堆砂が進行。
　♦　令和２年度まで、県単費により維持浚渫等に努めてきたが、土砂流入が県単費で

　　　対応できる量を大きく上回る。

緊急浚渫推進事業債を活用することで、堆砂
の進行が軽減される

高知県の永瀬ダムにおける現状と課題

　
 ♦　令和３年度から洪水調節容量を確保　
　　するため、緊急浚渫推進事業債を
　　活用して、ダム上流部でこれまでの
　　約１６倍となる約７万㎥/年の浚渫を実施

【本格的な浚渫の促進】

上韮生川流域　
かみにろう

河積阻害率　30％ 河積阻害率　30％

貯水池に堆積した土砂の浚渫状況

土砂が堆積

かみのかえ ながたに

ながせ

ものべ

・県では地方債制度を活用し、  
計画的な維持掘削に必要な予算
を確保（市町村も活用）
*浚渫債を活用し、制度前（180百万円）に比べ
制度後（683百万円）は約3.8倍を確保

連続的な改修
　計画に基づく
河道拡幅
橋梁架替

局部的な改修
（河道拡幅、橋梁架替）

ボトルネック
（未改修、橋梁）

浸水被害が発生 連続的な改修と局部的な改修が必要

ダム整備と併せて、
下流のボトルネック
区間の改修を行い、
浸水被害を解消

改修前

改修後

○地方債制度を活用した局部的な河川改修（緊急自然災害防止対策事業債）
(令和３年度から令和７年度)

ボトルネックとなっている箇所の解消を、局部的な
改修により、一定期間で集中的に整備

上流のダム建設に併せた
局部的な改修　　　　　　　　　　　　　　　　　　

わじき

和食川（芸西村）

橋梁がネック

改修前の河道幅
改修後の河道幅

河川の維持掘削予算（単位：百万円）＊ダム除く

＊2019年度のデータに基づいています

〈堆砂率〉

土砂量÷土砂を貯める容量

＝17,999千m3÷13,500千m3

＝133.3%（33.3%超過）

永瀬ダムの維持掘削予算（単位：百万円）
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R1・R2
災害復
旧事業
で対応


